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主論文題目： 
「19－20世紀のグローバル商業ネットワーク 
―近代日本の商業空間における英系インド商会の事例から－」 
 
本稿の目的は、近代アジアの商業空間形成と拡大の一端を担った英系インド商会の横浜・神戸
での貿易活動(1858－1923 年)を、商会の持つグローバルな商業ネットワークを視野に入れなが
ら、史料分析より実証的に明らかにすることにある。 
第１章では、近代アジア貿易圏へ進出したムスリム商人、パールシー商人、シンディー商人（各
M、P、S）は、日本参入以前に、①イギリス資本の仲介貿易商・金融業者として東アジア進出
（P、M）、➁東南アジアの商業機会拡大による進出（S、M）、③「東洋趣味」のアジア・ヨ
ーロッパの富裕層への珍品需要のためのアジア進出（S）の複層的な商業空間を形成したことを
示した。 
第 2 章から第 5 章は、横浜と神戸の、ひと（インド商会）・モノ・商業ネットワークを商工
録と貿易統計より分析した。ムスリム商人とパールシー商人は、横浜から珍品とマッチなどをア
ジアへ運んだ一方（第 2、3章）、近代綿織物産業が発達しつつあった神戸からは、綿糸や雑貨
を香港や上海、ボンベイに多く運んだ（第 4、5章）。他方シンディー商人は、横浜からアジア
の開港地に東洋趣味の珍品と絹織物を運ぶとともにマッチなどの軽工業品をインドと東南アジ
アに運んだ（第 2、3章）。 
ここから、ムスリム商人とパールシー商人が、神戸から香港・インド・東南アジアに軽工業品
を輸出して一次産品を輸入する「アジア間貿易」の一部を担い、日本の対中国・対インド貿易の
基本構造を補完する役割を果たしたことと、シンディー商人が横浜から東洋趣味の珍品と絹織物
を世界各地に運ぶという、独自の「隙間貿易」を行なったことを指摘した。 
本稿の発見は、①資本主義的近代世界システム内の横浜・神戸の貿易構造の差異を反映して、
異なるエスニック集団のインド商人が横浜と神戸に進出し、異なる物品を異なる商業ネットワー
クで運んでいたこと、➁エスニック集団ごとに英国商会とは全く異なる「隙間貿易」と「アジア
間貿易」に資する独自の貿易構造とネットワークを築いたこと、③その貿易ネットワークは「日
本」「インド」「日印貿易」といった国民国家の枠組みでは捉えられない実態を持っていたこと、
である。 
本稿の独自性は、日本に進出したインド商業集団の複層的な商業ネットワークを貿易統計から 
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実証的に検証することで、近代国民国家の枠組みを越えて形成され、世界システムの一
部となった近代アジアの地域経済の実態を明らかにしたことにある。 
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